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(54)【発明の名称】 超音波診断装置

(57)【要約】
【課題】  超音波計測を行う際の操作者の負担を軽減さ
せることが可能な技術を提供すること。
【解決手段】  被検体へ超音波を送波する複数の振動子
を内蔵した超音波探触子と、この超音波探触子の複数の
振動子を種々の計測条件で送波可能に駆動する送波手段
と、この送波手段に送波された超音波出力に係わる指数
の所定値を設定する指数設定手段と、前記送波手段に与
えられる計測条件の変更に伴う超音波出力指数を演算す
る指数演算手段と、この指数演算手段に演算された指数
が前記指数設定手段に設定された指数の所定値外となる
ときに前記指数設定手段又は前記指数演算手段からの指
数情報を表示、音声、振動の少なくとも一の態様により
出力させると共に、この出力情報を操作者へ知覚させる
手段とを備えた超音波診断装置。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  被検体へ超音波を送波する複数の振動子
を内蔵した超音波探触子と、この超音波探触子の複数の
振動子を種々の計測条件で送波可能に駆動する送波手段
と、この送波手段に送波された超音波出力に係わる指数
の所定値を設定する指数設定手段と、前記送波手段に与
えられる計測条件の変更に伴う超音波出力指数を演算す
る指数演算手段と、この指数演算手段に演算された指数
が前記指数設定手段に設定された指数の所定値外となる
ときに前記指数設定手段又は前記指数演算手段からの指
数情報を表示、音声、振動の少なくとも一の態様により
出力させると共に、この出力情報を操作者へ知覚させる
手段とを備えたことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】  前記超音波出力指数の推奨値を記憶する
記憶手段と、前記記憶手段から読み出された推奨値を指
数として前記指数設定手段に設定させる手段とを備えた
ことを特徴とする請求項１に記載の超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、超音波診断装置に
関し、特に、パラメータの変更に伴う超音波出力の増減
の監視に有効な技術に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】従来の超音波診断装置は、送波信号を超
音波に変換し被検体に送波すると共に該被検体で反射さ
れた超音波（以下、反射波と記す）を受波し受波信号に
変換する探触子と、該探触子を駆動する送波信号を生成
すると共に探触子から出力される受波信号を受信し増幅
する超音波送受信部と、増幅後のアナログの受信信号を
デジタル信号に変換するＡ／Ｄ変換器と、デジタル変換
された受波信号から超音波像を生成するデジタルスキャ
ンコンバータ（ＤＳＣ）と、ＤＳＣからの超音波像を表
示用の信号に変換するＤ／Ａ変換器と、超音波像を表示
する表示用モニタとから構成されていた。
【０００３】また、超音波装置は、超音波の走査種別や
出力条件等を決定するパラメータを入力するための操作
卓が備えられており、この操作卓を操作者が操作し外部
指令としてパラメータを入力する構成となっていた。こ
の操作卓から入力されたパラメータの一部と超音波出力
とは、ＤＳＣによって超音波像と合成され、表示用モニ
タに表示される構成となっていた。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】本発明者は、前記従来
技術を検討した結果、以下の問題点を見い出した。
【０００５】従来の超音波診断装置を用いた診断では、
測定対象である被検体に与える影響を極力低減させると
いう、いわゆるＡＬＡＲＡ（Ａｓ  Ｌｏｗ  ａｓ  Ｒｅ
ａｓｏｎａｂｌｙ  Ａｃｈｉｅｖａｂｌｅ）いう概念か
ら、少ない超音波照射量での超音波計測（診断）が推奨
されている。
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【０００６】このＡＬＡＲＡに沿った超音波計測を行う
ために、従来の超音波診断装置には、超音波出力を示す
指数であるＴＩ（Ｔｈｅｒｍａｌ  Ｉｎｄｅｘ）とＭＩ
（Ｍｅｃｈａｎｉｃａｌ  Ｉｎｄｅｘ）とをそれぞれ表
示させる機能が備えられていた。ただし、ＴＩは、超音
波の照射による測定対象の温度上昇の可能性を相対的に
示す指数であり、ＭＩは超音波照射による空洞化現象の
可能性を示す指数であった。これらの指数ＴＩ，ＭＩ
は、送波信号の電圧と波数とによって決定されるいわゆ
るＵＳ  ＰＯＷＥＲ、計測モード、表示角（走査角）、
使用している超音波周波数である参照周波数すなわちＲ
ＥＦ、超音波パルスの繰り返し周波数すなわちＰＲＦ、
サンプルゲート幅を示すＳａｍｐｌｅ  Ｌｅｎｇｔｈ、
パケットサイズ、走査線密度を示すＤＥＮＳＩＴＹ、焦
点深度であるフォーカス等の装置設定に係わる様々なパ
ラメータに応じて変動するするものであった。
【０００７】また、ＴＩやＭＩの計算に仮定されている
組織特性には個体差があるので、測定対象である被検体
の身体サイズ、血流、体表から関心部位までの距離、超
音波ビーム軸と焦点とに相対する骨の位置、超音波の減
衰に大きな影響を与える液体の有無等を考慮して、ＴＩ
やＭＩを使用する必要があった。
【０００８】超音波出力を示す他の値には、超音波強度
があった。この超音波強度は、水中に照射された超音波
をハイドロホンと称されるセンサで検出し、この検出さ
れた音圧から算出されるものであった。すなわち、超音
波強度は探触子から送波された超音波の照射方向に垂直
な平面における単位面積当たりの超音波出力を示す値で
あり、ＴＩやＭＩと同様に、ＵＳ  ＰＯＷＥＲ、計測モ
ード、表示角、ＲＥＦ、ＰＲＦ、Ｓａｍｐｌｅ  Ｌｅｎ
ｇｔｈ、パケットサイズ、ＤＥＮＳＩＴＹ、フォーカス
等の装置設定に係わる様々なパラメータに応じて変動す
るするものであった。
【０００９】一方、ＵＳ  ＰＯＷＥＲ、計測モード、表
示角、ＲＥＦ、ＰＲＦ、Ｓａｍｐｌｅ  Ｌｅｎｇｔｈ、
パケットサイズ、ＤＥＮＳＩＴＹ、フォーカス等の装置
設定に係わる様々なパラメータは、診断部位や診断種別
に応じてそれぞれ異なると共に、診断部位や診断種別毎
に種々用意される探触子種別に応じても異なるものであ
った。
【００１０】このために、超音波診断装置を用いた計測
では、操作者は診断に必要となる超音波像を得ることに
注力しつつ、各種パラメータを設定あるいは変更する必
要があった。しかしながら、超音波像と共に表示用モニ
タに映像されるＴＩやＭＩ及び超音波強度の増減に注意
を払いながら所望の超音波像を得るために各種パラメー
タを設定あるいは変更することは、操作者にとって大き
な負担を伴うものであった。特に、従来の超音波診断装
置では、ＴＩやＭＩ及び超音波強度等の超音波出力に係
わる情報は、現在の出力状態が表示用モニタ画面上に表



(3) 特開２００２－２８２２４９

10

20

30

40

50

3
示されるのみとなっていた。このために、ＴＩやＭＩ及
び超音波強度の増減を監視するには、操作者が各種パラ
メータの変更前後のＴＩ及びＭＩ並びに超音波強度を把
握しておく必要があるので、特に大きな負担であった。
【００１１】本発明の目的は、超音波計測を行う際の操
作者の負担を軽減させることが可能な技術を提供するこ
とにある。本発明の他の目的は、診断に供する超音波画
像の収集に注力することが可能な技術を提供することに
ある。本発明の前記ならびにその他の目的と新規な特徴
は、本明細書の記述及び添付図面によって明らかになる
であろう。
【００１２】
【課題を解決するための手段】本願において開示される
発明のうち、代表的なものの概要を簡単に説明すれば、
下記のとおりである。
【００１３】（１）被検体へ超音波を送波する複数の振
動子を内蔵した超音波探触子と、この超音波探触子の複
数の振動子を種々の計測条件で送波可能に駆動する送波
手段と、この送波手段に送波された超音波出力に係わる
指数の所定値を設定する指数設定手段と、前記送波手段
に与えられる計測条件の変更に伴う超音波出力指数を演
算する指数演算手段と、この指数演算手段に演算された
指数が前記指数設定手段に設定された指数の所定値外と
なるときに前記指数設定手段又は前記指数演算手段から
の指数情報を表示、音声、振動の少なくとも一の態様に
より出力させると共に、この出力情報を操作者へ知覚さ
せる手段とを備えた超音波診断装置。
【００１４】（２）前記超音波出力指数の推奨値を記憶
する記憶手段と、前記記憶手段から読み出された推奨値
を指数として前記指数設定手段に設定させる手段とを備
える前述する（１）に記載の超音波診断装置。
【００１５】前述した手段によれば、例えば操作者が計
測条件を決定する指数を変更した場合に、指数演算手段
が送波手段に与えられる計測条件の変更に伴う超音波出
力指数を演算する。ここで、指数演算手段に演算された
指数が前記指数設定手段に設定された指数の所定値外と
なるときに、指数設定手段又は前記指数演算手段からの
指数情報を表示、音声、振動の少なくとも一の態様によ
り出力させると共に、この出力情報を操作者へ知覚させ
る構成となっているので、操作者が行った計測条件の変
更により、超音波出力に係わる指数が指数設定手段に設
定される所定値外となったことを操作者が容易に把握す
ることが可能となる。その結果、操作者の負担が軽減さ
れ、操作者は診断に供する超音波画像の収集に注力する
ことができる。
【００１６】また、記憶手段に例えば被検体の測定部位
や大きさ等により決まる超音波出力指数の推奨値を記憶
しておき、記憶手段から読み出された推奨値を指数とし
て指数設定手段に設定させることによって、さらに操作
者の負担を低減させることが可能となる。

4
【００１７】
【発明の実施の形態】以下、本発明について、発明の実
施の形態（実施例）とともに図面を参照して詳細に説明
する。なお、発明の実施の形態を説明するための全図に
おいて、同一機能を有するものは同一符号を付け、その
繰り返しの説明は省略する。
【００１８】（実施の形態１）図１は本発明の実施の形
態１の超音波診断装置の概略構成を説明するための図で
あり、１０１は探触子、１０２は超音波送受信部、１０
３はＡ／Ｄ変換器、１０４はデジタルスキャンコンバー
タ（ＤＳＣ）、１０５はＤ／Ａ変換器、１０６は表示用
モニタ、１０７はＣＰＵ、１０８は操作卓、１０９は超
音波出力情報判定記憶回路（指数演算手段）、１１０は
表示発生器、１１１は音声発生器を示す。ただし、超音
波出力情報判定記憶回路１０９、表示発生器１１０、音
声発生器１１１、及びその制御を行うＣＰＵ１０７を除
く他の構成は、従来の超音波診断装置と同様である。
【００１９】図１から明らかなように、実施の形態１の
超音波診断装置は、超音波送受信部１０２から探触子１
０１の図示しない振動子に供給される送波信号に基づい
て、複数の振動子が駆動されて図示しない被検体に超音
波が送波される構成となっている。被検体内で反射され
た超音波（以下、反射波と記す）の内で探触子１０１の
各振動子に入射した反射波は、各振動子で電気信号に変
換され超音波送受信部１０２に入力される。この振動子
毎の電気信号すなわちアナログの受波信号は、超音波送
受信部１０２で増幅された後にＡ／Ｄ変換器１０３に入
力される。Ａ／Ｄ変換器１０３に入力した振動子毎のア
ナログの受波信号は、デジタルデータすなわちデジタル
の受波信号に変換された後に、ＤＳＣ１０４に出力され
る。
【００２０】ＤＳＣ１０４は、まず探触子１０１に配列
される振動子位置と焦点位置との距離に応じた遅延時間
を受波信号に与えることによって、焦点位置から各振動
子に到達するまでの反射の到達時間差すなわち各振動子
が受波した反射波の位相を揃えると共に、焦点位置を可
変させる。次に、ＤＳＣは各振動子に対応した受波信号
を加算して超音波ビームを形成する。この超音波ビーム
は、ＤＳＣ１０４の図示しない周知の格納手段等に順次
格納され、１画面分の超音波ビームの走査が終了した時
点で、ＤＳＣ１０４はｌｏｇ圧縮やフィルタリング処理
等の周知の画像処理を行い、得られた超音波像をＤ／Ａ
変換器１０５に入力する。Ｄ／Ａ変換器１０５では、入
力された超音波像を表示用モニタ１０６の入力形式に応
じたビデオ信号に変換し、表示用モニタ１０６の表示画
面上に超音波画像を表示させる。
【００２１】以上に説明した動作は、実施の形態１の超
音波診断装置の動作を制御するＣＰＵ１０７からの動作
指示に基づいてなされており、これらの動作指示はＣＰ
Ｕ１０７に接続される操作卓１０８から入力された超音
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波の走査条件に基づいて決定される。
【００２２】また、実施の形態１の超音波診断装置で
は、送波信号の電圧と波数とによって決定されるいわゆ
るＵＳ  ＰＯＷＥＲ、計測モード、表示角（超音波ビー
ムの走査角）、使用している超音波周波数である参照周
波数すなわちＲＥＦ、超音波パルスの繰り返し周波数す
なわちＰＲＦ、ドップラモードにおけるサンプルゲート
幅を示すＳａｍｐｌｅ  Ｌｅｎｇｔｈ、カラーフローマ
ッピング（ＣＦＭ）モードにおける平均流速や速度分散
を求めるための送受波及び演算の回数を示すパケットサ
イズ、走査線密度を示すＤＥＮＳＩＴＹ、焦点深度であ
るフォーカス等の装置設定すなわち超音波出力に係わる
パラメータを含む設定可能なパラメータは、ＣＰＵ１０
７から超音波出力情報判定記憶回路１０９に出力される
構成となっている。すなわち、実施の形態１の超音波診
断装置では、操作卓１０８に配置されるＵＳ  ＰＯＷＥ
Ｒ、計測モード、表示角、ＲＥＦ、ＰＲＦ、Ｓａｍｐｌ
ｅＬｅｎｇｔｈ、パケットサイズ、ＤＥＮＳＩＴＹ、フ
ォーカス等のパラメータを設定及び変更するための図示
しない設定釦を操作者が操作すると、パラメータと、そ
れらのパラメータの変更がなされたことを示す信号（以
下、パラメータ操作信号と記す）とが超音波出力情報判
定記憶回路１０９に出力される。
【００２３】超音波出力情報判定記憶回路１０９は、入
力されたＵＳ  ＰＯＷＥＲ、計測モード、表示角、ＲＥ
Ｆ、ＰＲＦ、Ｓａｍｐｌｅ  Ｌｅｎｇｔｈ、パケットサ
イズ、ＤＥＮＳＩＴＹ、フォーカス等の超音波出力に影
響を与える各パラメータの組み合わせと、それに対応す
る超音波出力を表す指数であるＴＩ及びＭＩ並びに超音
波強度とをテーブルデータとして備えており、入力され
たパラメータの組み合わせに対応したＴＩ及びＭＩ並び
に超音波強度を選択して、ＣＰＵ１０７に出力する構成
となっている。ここで、ＣＰＵ１０７はＴＩ及びＭＩ並
びに超音波強度に対応した表示データとして、例えば入
力されたＴＩ及びＭＩ並びに超音波強度をＤＳＣ１０４
に出力する。ＤＳＣ１０４は、画像処理によって得られ
た超音波像とＣＰＵ１０７から入力されたＴＩ及びＭＩ
並びに超音波強度とを合成し、得られた画像情報をＤ／
Ａ変換器１０５に入力することによって、表示用モニタ
１０６の表示画面上に超音波画像と共に現在のＴＩ及び
ＭＩ並びに超音波強度等の情報を表示させる。ただし、
実施の形態１の超音波診断装置では、ＣＰＵ１０７から
超音波出力情報判定記憶回路１０９への各パラメータと
パラメータ操作信号との出力は、操作卓１０８からパラ
メータの変更がなされる毎に出力される。
【００２４】また、超音波出力情報判定記憶回路１０９
は、まず、変更されたパラメータが超音波出力に影響を
与えるパラメータであるかを判定する構成となってい
る。特に実施の形態１では、超音波出力情報記憶判定回
路１０９は、変更されたパラメータがテーブルデータと
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して備える各パラメータの何れかに該当するかを調べる
ことによって、変更されたパラメータが超音波出力に影
響を与えるパラメータであるかを判定する。ここで、変
更されたパラメータが超音波出力に影響を与えないと判
定された場合には、超音波出力情報記憶判定回路１０９
はパラメータの変更が超音波出力に影響を与えないこと
を示す情報を、表示発生器１１０及び音声発生器１１１
に出力する構成となっている。
【００２５】さらには、超音波出力情報判定記憶回路１
０９は、入力されたパラメータに対応するＴＩ及びＭＩ
並びに超音波強度情報を一端格納する構成となってお
り、この格納されたＴＩ及びＭＩ並びに超音波強度と、
新たに入力されたすなわち変更されたパラメータに対応
するＴＩ及びＭＩ並びに超音波強度とを比較することに
よって、順次変更されたパラメータに基づいた超音波出
力（ＴＩ及びＭＩ並びに超音波強度）が、変更前のパラ
メータに基づいた超音波出力（ＴＩ及びＭＩ並びに超音
波強度）から増加したものであるか、あるいは減少した
ものであるかを判定する構成となっている。
【００２６】ここで、超音波出力の判定結果が増加の場
合には、超音波出力情報判定記憶回路１０９は超音波出
力を表す指数であるＴＩ及びＭＩ並びに超音波強度の内
で、増加と判定された指数に対応した情報を表示発生器
１１０及び音声発生器１１１に出力する構成となってい
る。表示発生部１１０は増加と判定された指数に対応す
る表示データ（指数情報）として、増加した指数を示す
画像情報をＣＰＵ１０７を介してＤＳＣ１０４に出力す
る。これによって、ＤＳＣ１０４は画像処理を行った超
音波像と、ＴＩ及びＭＩ並びに超音波強度等の情報と、
増加した指数を示す画像情報（指数情報）とを合成し、
表示用モニタ１０６の表示画面上に、超音波画像と共に
ＴＩ及びＭＩ並びに超音波強度等の情報と増加した指数
を示す画像情報とを表示させ、操作者に通知する。一
方、音声発生器１１１は、増加と判定された指数に対応
する音声データとして、増加した指数を示す音声（指数
情報）を図示しないスピーカから発することによって、
操作者に通知する。なお、超音波出力情報判定記憶回路
１０９、表示発生器１１０、及び音声発生器１１１の詳
細な構成については、後述する。
【００２７】図２は実施の形態１の出力情報判定記憶回
路の概略構成を説明するための図であり、２０１はラッ
チ、２０２は変換手段、２０３は第１の選択手段を示
す。
【００２８】図２に示すように、実施の形態１の出力情
報判定記憶回路１０９は、実施の形態１の超音波診断装
置に装着可能な全ての探触子に対して設定可能となるＵ
ＳＰＯＷＥＲ、計測モード、表示角、ＲＥＦ、ＰＲＦ、
Ｓａｍｐｌｅ  Ｌｅｎｇｔｈ、パケットサイズ、ＤＥＮ
ＳＩＴＹ、フォーカス等のパラメータと、各パラメータ
の組み合わせに対するＴＩ及びＭＩ並びに超音波強度と
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7
をテーブルデータとして格納しており、このテーブルデ
ータを参照して、まず入力されたパラメータが超音波出
力に影響を与えるパラメータであるかを判定し、超音波
出力に影響を与えるパラメータである場合には、この入
力されたパラメータの組み合わせに対応したＴＩ及びＭ
Ｉ並びに超音波強度を選択し出力する変換手段２０２を
備える。図６は、実施の形態１の超音波診断装置に装着
可能な探触子に対して設定可能となるパラメータの一例
を示した図であり、実施の形態１ではパラメータの種類
毎に設定可能となるパラメータが記載されている。ま
た、実施の形態１では設定可能となるパラメータの組み
合わせに対応したＴＩ及びＭＩ並びに超音波強度が記載
されている。
【００２９】なお、図６に示すパラメータの組み合わせ
に対応するＴＩ及びＭＩ並びに超音波強度は、実施の形
態１の超音波診断装置を構成する情報処理装置に接続さ
れる外部記憶装置等にテーブルデータとして格納してお
くことにより、テーブルデータの書き換えが可能となる
のでテーブルデータの保守によって、新たな探触子等へ
の対応が可能となる。
【００３０】また、実施の形態１の超音波出力情報判定
記憶回路１０９は、パラメータの変更がなされる前のパ
ラメータから得られたＴＩ及びＭＩ並びに超音波強度を
格納するラッチ２０１を備えており、このラッチ２０１
に格納される値の更新はＣＰＵ１０７のパラメータ操作
信号によってなされる構成となっている。ただし、ラッ
チ２０１に格納される値の更新時期は、パラメータ操作
信号が入力されてＴＩ及びＭＩ並びに超音波強度の比較
判定がなされた後になるように設定される。
【００３１】また、超音波出力情報判定記憶回路１０９
は、ラッチ２０１に格納されるすなわちパラメータの変
更がなされる前のＴＩ及びＭＩ並びに超音波強度と、変
換手段２０２から得られるすなわちパラメータの変更が
なされた後のＴＩ及びＭＩ並びに超音波強度とを比較
し、パラメータの変更に伴うＴＩ及びＭＩ並びに超音波
強度の増減を判定する第１の選択手段２０３を備える構
成となっている。実施の形態１では、第１の選択手段２
０３は、比較結果として、予め設定された３ビットのコ
ードを表示発生器１１０及び音声発生器１１１に出力す
る構成となっている。ただし、第１の選択手段２０３が
表示発生器１１０及び音声発生器１１１に出力するコー
ドは、３ビットコードに限定されることはなく、他のコ
ードでもよいことはいうまでもない。
【００３２】図３は実施の形態１の表示発生器の概略構
成を説明するための図であり、３０１は第１の表示デー
タ格納手段、３０２は第２の表示データ格納手段、３０
３は第３の表示データ格納手段、３０４は第４の表示デ
ータ格納手段、３０５は第５の表示データ格納手段、３
０６は第６の表示データ格納手段、３０７は第２の選択
手段を示す。
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【００３３】図３から明らかなように、実施の形態１の
表示発生器１１０は、パラメータの変更に伴う超音波出
力の変化に対応した表示データを格納する第１～６の表
示データ格納手段３０１～３０６と、超音波出力情報判
定記憶回路１０９からの３ビットコードに基づいて第１
～６の表示データ格納手段３０１～３０６の何れかを選
択し、選択された表示データ格納手段に格納される表示
データを読み出してその表示データをＣＰＵ１０７に出
力する第２の選択手段３０７とから構成される。
【００３４】ただし、実施の形態１では、第１の表示デ
ータ格納手段３０１は、コード“０００”すなわち超音
波出力に影響がないパラメータ変更の場合の表示用デー
タを格納する。第２の表示データ格納手段３０２は、コ
ード“０１１”すなわち超音波強度のみが増加と判定さ
れた場合の表示用データを格納する。第３の表示データ
格納手段３０３は、コード“０１０”すなわちＭＩのみ
が増加と判定された場合の表示用データを格納する。第
４の表示データ格納手段３０４は、コード“１１０”す
なわちＴＩのみが増加と判定された場合の表示用データ
を格納する。第５の表示データ格納手段３０５は、コー
ド“００１”すなわち超音波強度とＭＩとが増加と判定
された場合の表示用データを格納する。第６の表示デー
タ格納手段３０６は、コード“１０１”すなわち超音波
強度とＴＩとが増加と判定された場合の表示用データを
格納する。
【００３５】図４は実施の形態１の音声発生器の概略構
成を説明するための図であり、４０１は第１の音声デー
タ格納手段、４０２は第２の音声データ格納手段、４０
３は第３の音声データ格納手段、４０４は第４の音声デ
ータ格納手段、４０５は第３の選択手段、４０６はＤ／
Ａ変換器、４０７はスピーカを示す。
【００３６】図４から明らかなように、実施の形態１の
音声発生器１１１は、パラメータの変更に伴う超音波出
力の変化に対応した音声データを格納する第１～４の音
声データ格納手段４０１～４０４と、超音波出力情報判
定記憶回路１０９からの３ビットコードに基づいて第１
～４の音声データ格納手段４０１～４０４の何れかを選
択し、選択された音声データ格納手段に格納される音声
データを読み出してその音声データをＤ／Ａ変換器に出
力する第３の選択手段４０５と、音声データから音響信
号を復号化しスピーカ４０７に出力するＤ／Ａ変換器４
０６と、音響信号に従った音を発生するスピーカ４０７
とから構成される。
【００３７】ただし、実施の形態１では、第１の音声デ
ータ格納手段４０１は、コード“０００”すなわち超音
波出力に影響がないパラメータ変更の場合の音声データ
である「ピンポン」音に相当する音声データを格納す
る。第２の音声データ格納手段４０２は、コード“０１
１”すなわち超音波強度のみが増加と判定された場合の
音声データである「ピ」音に相当する音声データを格納
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9
する。第３の音声データ格納手段４０３は、コード“０
１０”すなわちＭＩのみが増加と判定された場合と、コ
ード“１１０”すなわちＴＩのみが増加と判定された場
合との音声データである「ピピ」音に相当する音声デー
タを格納する。第４の音声データ格納手段４０４は、コ
ード“００１”すなわち超音波強度とＭＩとが増加と判
定された場合と、コード“１０１”すなわち超音波強度
とＴＩとが増加と判定された場合の音声データである
「ピピピ」音に相当する音声データを格納する。
【００３８】このように、実施の形態１の音声発生器１
１１では、第３の選択手段４０５はコード“０１０”あ
るいはコード“１１０”が入力されたすなわちＭＩある
いはＴＩの何れかが増加と判定された場合には、同じ音
声データである「ピピ」音に相当する音声データを格納
する第３の格納手段４０３を選択する構成となってい
る。また、第３の選択手段４０５は、コード“００１”
あるいはコード“１０１”が入力されたすなわち超音波
強度と共にＭＩあるいはＴＩの何れかが増加と判定され
た場合には、同じ音声データである「ピピピ」音に相当
する音声データを格納する第４の格納手段４０４を選択
する構成となっている。
【００３９】次に、図５に実施の形態１の第１の選択手
段における選択動作を説明するための動作フローを示
し、以下、図５に基づいて、実施の形態１の超音波出力
情報判定記憶回路１０９、表示発生器１１０及び音声発
生器１１１の動作を説明する。ただし、図５に示す動作
フローの開始は、ＣＰＵ１０７からの変更されたパラメ
ータ値とパラメータ操作信号との入力である。また、パ
ラメータの更新前のＴＩ及びＭＩ並びに超音波強度（Ｉ
ｓｐｔａ）には、添え字「０（ゼロ）」を付す。
【００４０】まず、ＣＰＵ１０７から変更後のパラメー
タ値が入力されると、その入力されたパラメータ値は変
換手段２０２に入力される。変換手段２０２では、テー
ブルデータを参照することによって入力されたパラメー
タが超音波出力に影響するパラメータであるかを判定す
る（ステップ５０１）。ここで、超音波出力に影響しな
いパラメータと判定された場合には、第１の選択手段２
０３は、コード“０００”を表示発生器１１０及び音声
発生器１１１に出力する。ここで、表示発生器１１０は
コード“０００”に対応する動作として、超音波出力に
影響がないことを示す指示“ＮＯ  Ｅｆｆｅｃｔ  ｏｎ
  ＯＵＴＰＵＴ”をＣＰＵ１０７に出力する。また、音
声発生器１１１は、コード“０００”に対応する動作と
して、超音波出力に影響しないと判定された場合の音声
である「ピンポン」音をスピーカ４０７から出力する。
【００４１】ステップ５０１で超音波出力に影響がある
と判定された場合、変換手段２０２では、テーブルデー
タを参照することによって、入力されたパラメータ値の
組み合わせに対応したＴＩ及びＭＩ並びに超音波強度を
選択し、得られたＴＩ及びＭＩ並びに超音波強度をラッ
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チ２０１と第１の選択手段２０３とに出力する（ステッ
プ５０２）。このとき、実施の形態１では、ラッチ２０
１に格納される変更前のＴＩ及びＭＩ並びに超音波強度
は、ラッチ２０１から第１の選択手段２０３に出力され
る構成となっている。
【００４２】次に、第１の選択手段２０３は、ＣＰＵ１
０７から入力された計測モードすなわちパラメータ値の
変更後のモードが超音波断層像を計測するいわゆるＢモ
ードであるかを判定する（ステップ５０３）。
【００４３】ステップ５０３でＢモードであると判定さ
れた場合には、第１の選択手段２０３は、パラメータの
更新前のＭＩ

0
と更新後のＭＩとを比較する（ステップ

５０４）。
【００４４】ステップ５０４でＭＩ＞ＭＩ

0
と判定され

た場合すなわちパラメータの更新後にＭＩが増加したと
判定された場合には、第１の選択手段２０３は、パラメ
ータの更新前のＩｓｐｔａ

0
と更新後のＩｓｐｔａとを

比較する。ここで、Ｉｓｐｔａ＞Ｉｓｐｔａ
0
と判定さ

れた場合すなわちパラメータの更新後にＩｓｐｔａが増
加したと判定された場合には、第１の選択手段２０３は
コード“００１”を表示発生器１１０及び音声発生器１
１１に出力する（ステップ５０５）。
【００４５】コード“００１”が入力された表示発生器
１１０は、このコード“００１”に対応する動作すなわ
ちＭＩ及びＩｓｐｔａが増加したことを警告するための
表示動作として、例えば、ＭＩ及びＩｓｐｔａの表示色
を通常時の白色や緑色等から赤色や反転表示等に変化さ
せる指示をＣＰＵ１０７に出力する。ここで、ＣＰＵ１
０７が表示発生器１１０からの指示に基づいてＭＩ及び
Ｉｓｐｔａの表示色を通常時の白色や緑色等から赤色や
反転表示等に変化させる。
【００４６】また、コード“００１”が入力された音声
発生器１１１は、コード“００１”に対応する動作すな
わちＭＩ及びＩｓｐｔａが増加したことを警告するため
の動作として、音声である「ピピピ」音をスピーカ４０
７から出力する。
【００４７】一方、このステップ５０５において、Ｉｓ
ｐｔａ＞Ｉｓｐｔａ

0
でないと判定された場合すなわち

パラメータの更新後にＩｓｐｔａが増加していないと判
定された場合には、第１の選択手段２０３はコード“０
１０”を表示発生器１１０及び音声発生器１１１に出力
する。ここで、コード“０１０”が入力された表示発生
器１１０は、このコード“０１０”に対応する動作すな
わちＭＩのみが増加したことを警告するための表示動作
として、例えば、ＭＩの表示色のみを通常時の白色や緑
色等から赤色や反転表示等に変化させる指示をＣＰＵ１
０７に出力する。ここで、ＣＰＵ１０７が表示発生器１
１０からの指示に基づいてＭＩの表示色を通常時の白色
や緑色等から赤色や反転表示等に変化させる。また、コ
ード“０１０”が入力された音声発生器１１１は、コー
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ド“０１０”に対応する動作すなわちＭＩのみが増加し
たことを警告するための動作として、音声である「ピ
ピ」音をスピーカ４０７から出力する。
【００４８】また、ステップ５０３でＢモードでないと
判定された場合には、第１の選択手段２０３は、パラメ
ータの更新前のＴＩ

0
と更新後のＴＩとを比較する（ス

テップ５０６）。
【００４９】このステップ５０６でＴＩ＞ＴＩ

0
と判定

された場合すなわちパラメータの更新後にＴＩが増加し
たと判定された場合には、第１の選択手段２０３は、パ
ラメータの更新前のＩｓｐｔａ

0
と更新後のＩｓｐｔａ

とを比較する（ステップ５０７）。このステップ５０７
で、Ｉｓｐｔａ＞Ｉｓｐｔａ

0
と判定された場合すなわ

ちパラメータの更新後にＩｓｐｔａが増加したと判定さ
れた場合には、第１の選択手段２０３はコード“１０
１”を表示発生器１１０及び音声発生器１１１に出力す
る。ここで、コード“１０１”が入力された表示発生器
１１０は、このコード“１０１”に対応する動作すなわ
ちＴＩ及びＩｓｐｔａが増加したことを警告するための
表示動作として、例えば、ＴＩ及びＩｓｐｔａの表示色
を通常時の白色や緑色等から赤色や反転表示等に変化さ
せる指示をＣＰＵ１０７に出力する。ここで、ＣＰＵ１
０７が表示発生器１１０からの指示に基づいてＴＩ及び
Ｉｓｐｔａの表示色を通常時の白色や緑色等から赤色や
反転表示等に変化させる。また、コード“１０１”が入
力された音声発生器１１１は、コード“１０１”に対応
する動作すなわちＴＩ及びＩｓｐｔａが増加したことを
警告するための動作として、音声である「ピピピ」音を
スピーカ４０７から出力する。
【００５０】一方、ステップ５０７でＩｓｐｔａ＞Ｉｓ
ｐｔａ

0
でないと判定された場合すなわちパラメータの

更新後にＩｓｐｔａが増加していないと判定された場合
には、第１の選択手段２０３はコード“１１０”を表示
発生器１１０及び音声発生器１１１に出力する。ここ
で、コード“１１０”が入力された表示発生器１１０
は、このコード“１１０”に対応する動作すなわちＴＩ
のみが増加したことを警告するための表示動作として、
例えば、ＴＩの表示色のみを通常時の白色や緑色等から
赤色や反転表示等に変化させる指示をＣＰＵ１０７に出
力する。ここで、ＣＰＵ１０７が表示発生器１１０から
の指示に基づいてＴＩの表示を通常時の白色や緑色等か
ら赤色や反転表示等に変化させる。また、コード“１１
０”が入力された音声発生器１１１は、コード“１１
０”に対応する動作すなわちＴＩのみが増加したことを
警告するための動作として、音声である「ピピ」音をス
ピーカ４０７から出力する。
【００５１】さらには、ステップ５０４でＭＩ＞ＭＩ

0

でないと判定された場合すなわちパラメータの更新後に
ＭＩが増加していないと判定された場合、あるいは、ス
テップ５０６でＴＩ＞ＴＩ

0
でないと判定された場合す
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なわちパラメータの更新後にＴＩが増加していないと判
定された場合には、第１の選択手段２０３は、パラメー
タの更新前のＩｓｐｔａ

0
と更新後のＩｓｐｔａとを比

較する（ステップ５０８）。
【００５２】このステップ５０８で、Ｉｓｐｔａ＞Ｉｓ
ｐｔａ

0
と判定された場合すなわちパラメータの更新後

にＩｓｐｔａが増加したと判定された場合には、第１の
選択手段２０３はコード“０１１”を表示発生器１１０
及び音声発生器１１１に出力する。ここで、コード“０
１１”が入力された表示発生器１１０は、このコード
“０１１”に対応する動作すなわちＩｓｐｔａのみが増
加したことを警告するための表示動作として、例えば、
Ｉｓｐｔａの表示色のみを通常時の白色や緑色等から赤
色や反転表示等に変化させる指示をＣＰＵ１０７に出力
する。ここで、ＣＰＵ１０７が表示発生器１１０からの
指示に基づいてＩｓｐｔａの表示を通常時の白色や緑色
等から赤色や反転表示等に変化させる。また、コード
“０１１”が入力された音声発生器１１１は、コード
“０１１”に対応する動作すなわちＩｓｐｔａのみが増
加したことを警告するための動作として、音声である
「ピ」音をスピーカ４０７から出力する。
【００５３】一方、Ｉｓｐｔａ＞Ｉｓｐｔａ

0
でないと

判定された場合すなわちパラメータの更新後にＩｓｐｔ
ａが増加していないと判定された場合には、操作者によ
るパラメータの変更によって超音波出力が減少又は不変
であると判断できるので、実施の形態１では、第１の選
択手段２０３は出力に増加しない場合のコード“１０
０”を表示発生器１１０及び音声発生器１１１に出力す
る。ここで、コード“１００”は表示発生器１１０に設
定されていないので、超音波出力の表示は変化しないこ
ととなる。また、音声発生器１１１も、コード“１０
０”に対応する動作がせっていされていないので、音声
出力はなされないこととなる。これによって、操作者は
パラメータの変更によって超音波出力が減少又は不変で
あると判断できる。
【００５４】以上説明したように、実施の形態１の超音
波診断装置は、操作者が操作卓１０８を操作してＵＳ  
ＰＯＷＥＲ、計測モード、表示角、ＲＥＦ、ＰＲＦ、Ｓ
ａｍｐｌｅ  Ｌｅｎｇｔｈ、パケットサイズ、ＤＥＮＳ
ＩＴＹ、フォーカス等の各パラメータを変更すると各パ
ラメータがＣＰＵ１０７から超音波出力情報判定記憶回
路１０９に出力される。超音波出力情報判定記憶回路１
０９に各パラメータが入力されると、変換手段２０２が
入力されたパラメータから超音波出力の指数であるＴＩ
及びＭＩ並びにＩｓｐｔａを演算し、第１の選択手段２
０３がラッチ２０１と変換器２０２とからの超音波出力
を比較し、その比較結果に応じたコードを表示発生器１
１０及び音声発生器１１１に出力する。このコードに基
づいて、表示発生器１１０は比較結果に対応する超音波
出力の指数の表示を通常時の白色や緑色等から赤色や反
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転表示等に変化させる指示をＣＰＵ１０７に出力し、こ
の指示に基づいてＣＰＵ１０７が超音波出力の指数の表
示を変化させるので、操作者は操作卓１０８を操作して
行ったパラメータの変更により超音波出力が増加したこ
とを容易に把握することが可能となる。その結果、操作
者の負担が軽減されるので、操作者は診断に供する超音
波画像の収集に注力することができる。また、音声発生
器１１１からはコードに対応した音声がスピーカ４０７
から出力されるので、操作者が表示用モニタ１０６の表
示画面を注視していない場合であっても、操作者は自身
が行ったパラメータの変更により超音波出力の指数であ
るＴＩ及びＭＩ並びにＩｓｐｔａが増加したことを容易
に把握することが可能となるので、操作者の負担をさら
に軽減でき、また診断に供する超音波画像の収集に注力
することができる。
【００５５】なお、実施の形態１の超音波診断装置で
は、ＴＩ及びＭＩ並びに超音波強度はその数値を直接表
示する構成としたが、これに限定されることはなく、例
えば、当該装置と探触子との組み合わせ毎にとりうるＴ
Ｉ及びＭＩ並びに超音波強度の最大値をＣＰＵ１０７に
接続される図示しない格納手段に格納しておき、ＣＰＵ
１０７がＴＩ及びＭＩ並びに超音波強度の最大値に占め
る超音波出力情報判定記憶回路１０９から入力されるＴ
Ｉ及びＭＩ並びに超音波強度の割合を演算し、この割合
を表示する構成としてもよいことはいうまでもない。さ
らには、ＣＰＵ１０７にカラーバー画像の生成手段を設
け、このカラーバー画像の生成手段がＴＩ及びＭＩ並び
に超音波強度の最大値を１すなわち基準として、現在の
ＴＩ及びＭＩ並びに超音波強度の割合をカラーバーで示
す画像を生成しＤＳＣ１０４に出力する構成とすること
によって、操作者は視覚的にＴＩ及びＭＩ並びに超音波
強度の最大値に対する現在のＴＩ及びＭＩ並びに超音波
強度の割合を把握することが可能となる。その結果、操
作者にかかる負担を低減させることが可能となり、診断
効率をさらに向上させることが可能となる。
【００５６】また、実施の形態１の超音波診断装置で
は、操作卓１０８から計測条件の変更がなされた場合
に、変換手段２０２は、まず、変更されたパラメータが
超音波出力に影響を与えるパラメータであるか、あるい
は超音波出力に影響を与えないパラメータ（受波及び画
面表示に係わるパラメータ）であるかを判定する。この
ときの判定では、変換手段２０２は、変更されたパラメ
ータがテーブルデータとして格納されるＵＳ  ＰＯＷＥ
Ｒ、計測モード、表示角、ＲＥＦ、ＰＲＦ、Ｓａｍｐｌ
ｅ  Ｌｅｎｇｔｈ、パケットサイズ、ＤＥＮＳＩＴＹ、
フォーカス等のパラメータであるかを検索することによ
って行う構成となっている。従って、出力に影響しない
パラメータであった場合には、“ＮＯ  Ｅｆｆｅｃｔ  
ｏｎ  ＯＵＴＰＵＴ”及び音声で出力に影響しないパラ
メータの変更であることを知らせることによって、操作
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者は変更したパラメータを任意に変更しても出力に影響
しないことを容易に把握することができる。従って、当
該パラメータの変更に伴う操作を速やかに行うことがで
きるので、診断効率を向上させることができる。その結
果、被検体にかかる負担を低減させることができること
となる。
【００５７】また、出力に影響を与えるパラメータの変
更がなされた場合であっても、変更の前後で超音波出力
が同じ場合には、前述の“ＮＯ  Ｅｆｆｅｃｔ  ｏｎ  
ＯＵＴＰＵＴ”表示等を行わない、あるいは他の表示を
行うことによって、当該パラメータの変更が超音波出力
に影響を与えるものであることを操作者に通知すること
ができる。
【００５８】さらには、後述する実施の形態３のよう
に、ＣＰＵ１０７に規定値格納手段を設け、この規定値
格納手段に操作者が操作卓１０８を操作して自身が入力
した規定値、あるいはＴＩ及びＭＩ並びに超音波強度等
の超音波出力に係わる指数の法的規制値（例えば、アメ
リカ食品医薬品局が定めるＴＲＡＣＫ１における用途毎
の規制等）等を格納する構成とする。ここで、ＣＰＵ１
０７が超音波出力情報記憶判定回路１０９から入力され
るＴＩ及びＭＩ並びに超音波強度と、規定値格納手段に
格納される規定値とを比較し、超音波出力情報記憶判定
回路１０９から入力されるＴＩ及びＭＩ並びに超音波強
度の方が大きい場合には、ＣＰＵ１０７が超音波の送波
を停止させる又は／及び表示発生器１１０からの増加通
知を規定超過の通知に置き換える構成とすることによっ
て、測定対象に対する規定以上の超音波の送波を防止で
きる。
【００５９】（実施の形態２）図７は本発明の実施の形
態２の超音波診断装置の概略構成を説明するための図で
あり、７０１はＣＰＵ、７０２は疑似パラメータ生成手
段、７０３はグラフ生成手段、操作卓７０４を示す。た
だし、実施の形態２の超音波診断装置は、ＣＰＵ７０１
及び操作卓７０４を除く他の構成は、実施の形態１の超
音波診断装置と同様となる。
【００６０】実施の形態２の超音波診断装置は、グラフ
表示を起動するグラフ釦が配置される操作卓７０４を有
しており、操作者がこのグラフ釦を操作することによっ
て、ＣＰＵ７０１上で動作するプログラムによって実現
される疑似パラメータ生成手段７０２からＵＳ  ＰＯＷ
ＥＲ、計測モード、表示角、ＲＥＦ、ＰＲＦ、Ｓａｍｐ
ｌｅ  Ｌｅｎｇｔｈ、パケットサイズ、ＤＥＮＳＩＴ
Ｙ、フォーカス等のパラメータが超音波出力情報判定記
憶回路１０９に出力される構成となっている。なお、こ
のときに疑似パラメータ生成手段７０２から出力される
パラメータは、操作者がグラフ釦を操作したときに装置
に設定されている各パラメータ値である。
【００６１】次に、操作者がグラフ釦に続いて各パラメ
ータの何れかを設定するための設定釦を操作することに
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よって、疑似パラメータ生成手段７０２は操作された設
定釦に対応するパラメータに設定可能な値を、順次超音
波出力情報判定記憶回路１０９に出力する構成となって
いる。ただし、実施の形態２では、設定釦が操作されて
いないパラメータについては、操作者がグラフ釦を操作
したときのパラメータが出力される。
【００６２】疑似パラメータ生成手段７０２からパラメ
ータが入力されると、実施の形態１と同様に、超音波出
力情報判定記憶回路１０９はテーブルデータとして格納
するパラメータを参照して、各パラメータの組み合わせ
に対応したＴＩ及びＭＩ並びに超音波強度を出力する。
このとき、実施の形態２の超音波診断装置では、疑似パ
ラメータ生成手段７０２から超音波出力情報判定記憶回
路１０９に順次パラメータが入力される構成となってい
るので、超音波出力情報判定記憶回路１０９からは入力
されたパラメータに対応したＴＩ及びＭＩ並びに超音波
強度が順次出力されることとなる。
【００６３】このとき、グラフ生成手段７０３は、ま
ず、超音波出力情報判定記憶回路１０９から出力される
各ＴＩ及びＭＩ並びに超音波強度と操作された設定釦に
対応するパラメータとを、このグラフ生成手段７０３が
確保する格納領域に順次格納することによって、操作さ
れた設定釦に対応するパラメータに設定可能な値のみを
変化させたときのＴＩ及びＭＩ並びに超音波強度を収集
する。このＴＩ及びＭＩ並びに超音波強度の収集が終了
したならば、次に、グラフ生成手段７０３は例えば操作
された設定釦に対応するパラメータを横軸、このパラメ
ータの変化に対応するＴＩ及びＭＩ並びに超音波強度を
縦軸とした折れ線グラフを生成し、ＤＳＣ１０４に出力
することによって、表示用モニタ１０６の表示画面上に
この折れ線グラフが表示されることとなる。その結果、
グラフ釦に続いて操作された設定釦に対応するパラメー
タを変更した場合におけるＴＩ及びＭＩ並びに超音波強
度の変化を視覚的に把握することが可能となり、超音波
出力を増加させることなく操作者は希望のパラメータ値
を設定できることとなるので、操作者の負担が軽減さ
れ、診断に供する超音波画像の収集に注力することがで
きる。従って診断効率を向上することができる。
【００６４】また、このような構成とすることによっ
て、例えばＰＲＦを変更した場合のように操作者が超音
波出力の変化を把握できないような場合であっても、超
音波の出力レベルを最小出力を示すＬから順番に中間出
力を示すＭ、最高出力を示すＨに変更した場合等と同じ
ように少ない負担で操作者が容易に超音波出力の変化を
把握できる。
【００６５】なお、実施の形態２の超音波診断装置で
は、操作卓７０４にグラフ表示を行うためのグラフ釦を
設ける構成としたが、これに限定されることはなく、超
音波出力に係わるパラメータを変更した場合には、この
変更操作すなわち設定釦の操作に基づいてグラフ表示を
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行う構成としてもよいことはいうまでもない。
【００６６】また、実施の形態２の超音波診断装置で
は、操作者は表示用モニタ１０６にグラフ表示されるＴ
Ｉ及びＭＩ並びに超音波強度のグラフに基づいて適切な
パラメータの設定を行うことができるので、表示発生器
１１０及び音声発生器１１１を除いた構成とした場合で
あっても、前述した効果を得られることはいうまでもな
い。
【００６７】（実施の形態３）図８は本発明の実施の形
態３の超音波診断装置の概略構成を説明するための図で
あり、８０１はＣＰＵ、８０２は判定手段、８０３は疑
似パラメータ生成手段、８０４は規定値格納手段を示
す。ただし、実施の形態３の超音波診断装置は、判定手
段８０２及び規定値格納手段８０４を除く他の構成は実
施の形態１と同様である。また、疑似パラメータ生成手
段８０３は、実施の形態２の疑似パラメータ生成手段と
同様である。
【００６８】実施の形態３の超音波診断装置は、超音波
出力に係わるパラメータの変更操作すなわち設定釦の操
作に基づいて、ＣＰＵ８０１上で動作するプログラムに
よって実現される疑似パラメータ生成手段８０３からＵ
Ｓ  ＰＯＷＥＲ、計測モード、表示角、ＲＥＦ、ＰＲ
Ｆ、Ｓａｍｐｌｅ  Ｌｅｎｇｔｈ、パケットサイズ、Ｄ
ＥＮＳＩＴＹ、フォーカス等のパラメータが超音波出力
情報判定記憶回路１０９に出力される構成となってい
る。なお、操作者が各パラメータの何れかを設定するた
めに行った設定釦の操作をＣＰＵ８０１が検出して、こ
の検出に基づいて疑似パラメータ生成手段８０３が操作
された設定釦に対応するパラメータに設定可能な値を、
順次超音波出力情報判定記憶回路１０９に出力する構成
となっている。ただし、実施の形態３では、設定釦が操
作されていないパラメータについては、現在のパラメー
タがそのまま出力される。
【００６９】疑似パラメータ生成手段８０３からパラメ
ータが入力されると、実施の形態１と同様に、超音波出
力情報判定記憶回路１０９はテーブルデータとして格納
するパラメータを参照して、各パラメータの組み合わせ
に対応したＴＩ及びＭＩ並びに超音波強度を出力する。
このとき、実施の形態３の超音波診断装置では、疑似パ
ラメータ生成手段８０３から超音波出力情報判定記憶回
路１０９に順次パラメータが入力される構成となってい
るので、超音波出力情報判定記憶回路１０９からは入力
されたパラメータに対応したＴＩ及びＭＩ並びに超音波
強度が順次出力されることとなる。
【００７０】このとき、判定手段８０２は、まず、超音
波出力情報判定記憶回路１０９から出力される各ＴＩ及
びＭＩ並びに超音波強度と操作された設定釦に対応する
パラメータとを、この判定手段８０２が確保する格納領
域に順次格納することによって、操作された設定釦に対
応するパラメータに設定可能な値のみを変化させたとき
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のＴＩ及びＭＩ並びに超音波強度を収集する。このＴＩ
及びＭＩ並びに超音波強度の収集が終了したならば、次
に、判定手段８０２は当該判定手段８０２が確保する格
納領域に格納されるＴＩ及びＭＩ並びに超音波強度と、
規定値格納手段８０４に格納されるＴＩ及びＭＩ並びに
超音波強度の規定値とを比較し、この規定値以下となる
ＴＩ及びＭＩ並びに超音波強度に対応するパラメータを
ＤＳＣ１０４に出力する。その結果、表示用モニタ１０
６の表示画面上には、操作された設定釦に対応するパラ
メータに設定可能な値の内で、ＴＩ及びＭＩ並びに超音
波強度が規定値以下となるパラメータの設定値のみが表
示されることとなるので、操作者はＴＩ及びＭＩ並びに
超音波強度が規定値以下となるパラメータの設定値を容
易に選択することが可能となり、操作者の負担が軽減さ
れる。従って、操作者は診断に供する超音波画像の収集
に注力することができることとなる。
【００７１】ただし、規定値格納手段８０４に格納され
る規定値は、操作者が操作卓１０８を操作して自身が入
力した規定値、あるいはＴＩ及びＭＩ並びに超音波強度
等の超音波出力に係わる指数の法的規制値（例えば、ア
メリカ食品医薬品局が定めるＴＲＡＣＫ１のような用途
毎の規制等）等である。
【００７２】なお、実施の形態１～３の超音波診断装置
では、超音波強度として、音の強さが音場内で最大値あ
るいは指定した領域内で極大値をとる点における音の強
さの時間平均値であるＩｓｐｔａを使用した場合につい
て説明したが、超音波強度を示す指数はこれに限定され
るものではない。例えば、音の強さが音場内で最大値あ
るいは指定した領域内で極大値をとる点での音の強さの
時間ピーク値であるＩｓｐｔｐ、音の強さが音場内で最
大値あるいは指定した領域内で極大値をとる点における
音の強さのパルス平均値であるＩｓｐｐａ、超音波ビー
ムの断面積にわたって平均した音の強さの時間ピーク値
であるＩｓａｔｐ、超音波ビームの断面積にわたって平
均した音の強さの時間平均値であるＩｓａｔａ、もしく
は、超音波ビームの断面積にわたって平均した音の強さ
のパルス平均値であるＩｓａｐａ等でもよい。
【００７３】また、実施の形態１～３の超音波診断装置
では、操作者が直接にパラメータを変更した場合に対す
る超音波出力の増加を通知する場合について説明した
が、これに限定されることはなく、例えば表示深度（Ｄ
ｅｐｔｈ）を変更した場合やサンプルゲートの位置を変
更した場合等のＰＲＦにように、正常な超音波計測を行
うために装置側が自動的にパラメータを変更する場合も
あるので、このような場合には装置が自動的に変更した
パラメータを赤色表示や点滅表示させる構成とすること
によって、操作者はパラメータの変更を把握した超音波
計測を行うことが可能となる。
【００７４】また、実施の形態１～３の超音波診断装置
では、超音波出力の指数（ＴＩ及びＭＩ並びにＩｓｐｔ*

18
*ａ）は表示、音声による出力で説明したが、操作者が手
で触れている操作卓などが振動することにより、操作者
に知らせてもよい。
【００７５】また、実施の形態１，３の超音波診断装置
では、規定値として操作者が操作卓１０８を操作して自
身が入力した値、あるいはＴＩ及びＭＩ並びに超音波強
度等の超音波出力に係わる指数の法的規制値等を格納す
る構成としたが、これに限定されることはなく、表示深
度などが種々異なる被検体の測定部位（末梢血管、心
臓、腹部、あるいは頭部等）や、被検体が大人か子供で
あるかや、筋肉質か肥満体かなどの体格の違いによって
も超音波出力の指数に差違等があるので、それらに応じ
た超音波出力の指数を予め実験等によって計測し、得ら
れた値を規定値すなわち推奨値として規定値格納手段に
格納することによって、規定値格納手段に格納される値
を、被検体の測定部位や、被検体が大人か子供であるか
や、筋肉質か肥満体かなどの体格の違い等に対応した超
音波出力を選択するための超音波出力の指数とすること
ができるので、前述した効果に加えて、最適な超音波計
測条件に容易に設定できるという格別の効果を得ること
ができる。
【００７６】さらには、実施の形態１～３の超音波診断
装置では、超音波出力情報判定記憶回路１０９は、ま
ず、変更されたパラメータが超音波出力に影響を与える
パラメータであるかを判定した後に、超音波出力の増減
を判定する構成としたが、これに限定されることはな
い。例えば、図５のステップ５０１を除いた場合のよう
に、パラメータの変更がなされたら直ちに超音波出力情
報判定記憶回路１０９がテーブルデータを参照して、入
力されたパラメータ（変更を含むパラメータ）の組み合
わせに対するＴＩ及びＭＩ並びに超音波強度を選択し、
この選択されたＴＩ及びＭＩ並びに超音波強度と、パラ
メータの変更前のＴＩ及びＭＩ並びに超音波強度と比較
する構成としても前述した効果を得られる。
【００７７】以上、本発明者によってなされた発明を、
前記発明の実施の形態に基づき具体的に説明したが、本
発明は、前記発明の実施の形態に限定されるものではな
く、その要旨を逸脱しない範囲において種々変更可能で
あることは勿論である。
【００７８】
【発明の効果】本願において開示される発明のうち代表
的なものによって得られる効果を簡単に説明すれば、下
記の通りである。
（１）超音波計測を行う際の操作者の負担を軽減させる
ことができる。
（２）診断に供する超音波画像の収集に注力することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態１の超音波診断装置の概略
構成を説明するための図である。
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【図２】実施の形態１の出力情報判定記憶回路の概略構
成を説明するための図である。
【図３】実施の形態１の表示発生器の概略構成を説明す
るための図である。
【図４】実施の形態１の音声発生器の概略構成を説明す
るための図である。
【図５】実施の形態１の第１の選択手段における選択動
作を説明するための動作フローである。
【図６】実施の形態１の超音波診断装置に装着可能な探
触子に対して設定可能となるパラメータの一例を示した
図である。
【図７】本発明の実施の形態２の超音波診断装置の概略
構成を説明するための図である。
【図８】本発明の実施の形態３の超音波診断装置の概略
構成を説明するための図である。
【符号の説明】
１０１…探触子、１０２…超音波送受信部、１０３…Ａ
／Ｄ変換器、１０４…デジタルスキャンコンバータ、１*
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*０５…Ｄ／Ａ変換器、１０６…表示用モニタ、１０７…
ＣＰＵ、１０８…操作卓、１０９…超音波出力情報判定
記憶回路、１１０…表示発生器、１１１…音声発生器、
２０１…ラッチ、２０２…変換手段、２０３…第１の選
択手段、３０１…第１の表示データ格納手段、３０２…
第２の表示データ格納手段、３０３…第３の表示データ
格納手段、３０４…第４の表示データ格納手段、３０５
…第５の表示データ格納手段、３０６…第６の表示デー
タ格納手段、３０７…第２の選択手段、４０１…第１の
音声データ格納手段、４０２…第２の音声データ格納手
段、４０３…第３の音声データ格納手段、４０４…第４
の音声データ格納手段、４０５…第３の選択手段、４０
６…Ｄ／Ａ変換器、４０７…スピーカ、７０１…ＣＰ
Ｕ、７０２…疑似パラメータ生成手段、７０３…グラフ
生成手段、７０４…操作卓、８０１…ＣＰＵ、８０２…
判定手段、８０３…疑似パラメータ生成手段、８０４…
規定値格納手段。

【図１】 【図３】
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